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市民の愛の活動で

　　青少年に自立と希望を

　　11月は全国青少年

　　健全育成強調月間
第611号

火災共済制度についての

アンケート結果(回答者171人)

市政モニターのアンケート結果

万
一
に
備
え
る
共
済
制
度

　
昨
年
度
、
一
年
間
に
発
生
し
た
市
内
の
火
災
は
五
十
三
件
、
損
害
見
積
額
も
五
千
七

百
四
十
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
交
通
災
害
共
済
制
度

と
同
様
に
、
不
幸
に
し
て
火
災
に
あ
っ
た
時
に
、
緊
急
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し
て
被
災
者

の
救
済
を
図
る
、
火
災
共
済
制
度
の
創
設
を
め
ざ
し
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
火
災
共
済
制
度
に
つ
い
て
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ヶ
－
ト
調
査
を

ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
大
多
数
の
方
が
、
火
災
共
済
制
度
を
実
施
の
方
向
で
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
参

考
に
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
｀
と
に
し
て
い
ま
す
。災害は不意にやってくる（家族ぐるみで防火

に取り組みましょう）

　
火
災
共
済
制
度
を
早
急
に
実
施

す
べ
き
で
あ
る
・
六
四
・
三
％
、

近
い
将
来
に
実
施
す
れ
ば
よ
い
…

二
九
・
八
％
Ｉ
Ｉ
こ
の
ほ
ど
宇
治

市
が
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
ア

ン
午
・
‐
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
こ
と
Ｌ
七
月

に
、
「
火
災
共
済
制
度
に
関
す
る

市
民
意
識
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
百

人
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
お
た
ず
ね

し
た
も
の
で
、
百
七
十
一
人
か
ら

回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
の
質
問
は
、
現
在
市

が
実
施
し
て
い
る
交
通
災
害
共
済

へ
の
加
入
状
況
で
す
が
、
「
加
入

し
て
い
る
」
が
六
万
四
％
、
「
だ

人
し
て
い
な
い
」
三
〇
・
四
％
。

　
「
加
入
し
た
い
が
、
ま
だ
加
入
し

市長が一日相談員

宇治こころの電話

　
宇
治
市
教
育
委
員
心
一
で
は
、
今

年
二
月
一
日
か
ら
、
青
少
年
健
全

育
成
の
一
環
と
し
て
栄
治
こ
こ

ろ
の
電
尹
聖
『
少
年
対
策
室
内

に
開
設
。
現
在
、
相
談
員
養
成
講

座
で
研
修
を
深
け
た
一
期
生
の
六

十
七
人
と
二
期
生
四
十
一
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員
さ
ん
が
交

替
で
、
青
少
年
の
悩
み
の
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。
－

　
池
本
市
長
は
、
去
る
十
月
三
十

巨
午
後
一
時
す
ぎ
、
電
話
室
を
訪

電話相談を受ける池本市長

ず
れ
、
こ
の
日
の
当
番
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
た
、
三
人
の
相
談
員
さ

ん
奮
励
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

電
話
器
の
前
で
、
約
二
時
間
、
一

日
相
談
員
と
し
て
相
談
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
心
の
電
話
へ
の
相
談
は

二
月
一
日
か
ら
几
月
末
ま
で
に
、

二
千
三
十
一
件
夕
受
付
け
、
こ
の

ラ
ち
ヱ
ハ
件
の
相
談
に
応
え
て
い

ま
す
。
問
題
内
容
で
は
、
性
が
二

七
・
八
％
で
一
番
多
く
、
次
い
で

対
人
関
係
一
五
・
三
％
、
夫
婦
・

男
女
関
係
一
丁
五
％
、
教
育
・

学
校
一
〇
・
九
％
、
人
生
一
〇
・

三
％
な
ど
の
順
で
し
た
。
（
こ
こ

ろ
の
電
話
は
２
４
‐
0
8
0
0
番
）

119

て
い
な
い
」
八
・
二
％
の
順
に
な

っ
て
い
未
丁
。

　
つ
ぎ
に
、
住
ん
で
い
る
家
屋
の

状
況
は
、
「
持
家
」
と
答
え
ら
れ

た
人
は
八
四
・
八
％
と
最
も
多
く

　
「
借
家
」
七
・
〇
％
、
「
ア
パ
ー

ト
」
二
・
三
％
で
、
「
持
家
」
と

回
答
し
た
人
（
百
四
十
五
人
）
の

う
ち
、
木
造
家
屋
は
百
二
土
ハ
人

で
、
非
木
造
は
十
九
人
で
し
た
。

　
火
災
に
つ
い
て

　
高
い
関
心

　
火
災
へ
の
関
心
度
は
、
「
非
常

に
関
心
が
あ
る
」
が
七
四
・
八
％

と
最
も
多
く
、
「
い
く
ら
か
関
心

が
あ
る
」
二
三
・
四
％
、
「
あ
ま

り
関
心
が
な
い
」
一
・
八
％
と
、

程
度
の
差
は
あ
っ
て
ぢ
、
火
災
に

対
す
る
関
心
度
は
九
八
・
二
％
も

あ
り
非
常
に
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
（
グ
ラ
７
　
①
）

　
つ
ぎ
に
、
民
間
の
火
災
保
険
へ

の
加
入
状
況
は
、
「
加
入
し
て
い

る
」
八
五
・
四
％
、
「
加
入
し
て

い
な
い
」
一
四
・
六
％
で
し
た
。

　
火
災
共
済
制
度
の
周
知
度
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
制

度
と
し
て
い
く
ら
か
知
っ
て
い
た
」

が
三
四
・
五
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

三
三
・
九
％
、
「
全
く
知
ら
な
か

っ
た
」
二
五
・
七
％
、
「
制
度
と

し
て
詳
し
ぐ
知
っ
て
い
た
」
五
・

九
％
と
い
ラ
結
果
で
し
た
。
「
ほ

と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
」
と
「
全

く
知
ら
な
か
っ
た
」
兌
お
せ
る

と
五
九
・
六
％
と
な
り
、
半
数
以

｢火災共済｣制度とは

Ａ市の場合

　
大
阪
府
下
Ａ
市
の
場
合
、
　
　
▼
加
入
資
格
・
：
市
内
に
住

火
災
共
済
制
度
聚
交
通
災
害
　
所
が
あ
る
世
帯
主
で
、
持
家
、

共
済
と
セ
″
卜
で
運
営
。
昭
　
借
家
に
関
係
な
く
加
入
で
き

和
五
十
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
　
る
▼
会
費
…
建
物
の
種
類
に

た
「
火
災
共
済
」
は
現
在
、
　
よ
り
、
年
額
五
百
円
と
千
円

全
世
帯
の
三
〇
％
以
上
が
加
　
▼
見
舞
金
と
弔
″
釜
・
・
火
災
・

入
し
て
い
毒
丁
。
市
民
相
互
　
落
雷
、
ガ
ス
等
の
爆
発
に
よ

の
助
記
□
で
、
火
災
に
あ
　
る
被
害
に
対
し
て
支
給
。
建

っ
た
人
に
見
舞
金
を
支
給
す
　
物
の
焼
失
・
損
壊
の
程
度
に

る
制
度
と
し
て
運
営
さ
れ
、
　
よ
り
、
二
万
円
か
ら
百
万
円

万
一
に
備
え
て
い
ま
す
。
　
　
の
見
舞
金
が
、
ま
た
、
死
亡

　
Ａ
市
の
火
災
共
済
制
度
の
　
弔
慰
金
が
二
十
五
万
円
か
ら

あ
ら
垂
し
は
次
の
通
り
で
す
。
五
十
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

上
の
人
が
、
内
容
に
つ
い
て
、
知

っ
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り

卓
子
。
（
グ
ラ
フ
②
）

　
「
早
期
実
施
」
す
べ
き

　
が
6
4
％
も

　
現
在
、
火
災
共
済
制
度
を
実
施

し
て
い
る
市
も
あ
り
濠
す
が
、
宇

治
市
で
も
実
施
す
べ
き
食
分
か

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
「
早
急
に
実
施
す

べ
き
で
あ
る
」
が
六
四
・
三
％
。

　
「
近
い
将
来
に
実
施
す
れ
ば
よ
い
」

二
九
・
八
％
、
「
実
施
す
る
必
要

は
な
い
」
一
・
一
石
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
早
急
に
実
施
す
べ
き
で

あ
る
」
と
「
近
い
将
采
に
実
施
す

れ
ば
よ
い
」
と
回
答
し
た
人
見
＝

わ
せ
る
と
九
四
・
一
％
に
な
り
、

実
施
時
期
は
別
に
し
て
、
大
多
数

の
人
が
、
火
災
共
済
制
度
か
実
施

の
方
向
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
（
グ
ラ
フ
③
）

　
ま
た
、
宇
治
市
が
火
災
共
済
制

度
を
実
施
し
た
場
合
の
加
入
の
意

思
は
、
「
ぜ
ひ
加
入
し
た
い
」
五

二
・
一
％
と
多
く
、
「
１
尻
ば

加
入
し
た
い
」
が
四
〇
％
程
あ
り
、

実
施
す
る
場
合
に
は
、
制
度
の
内

容
や
方
法
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
。

な
さ
ん
が
加
入
し
や
す
い
形
を
と

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
康
７
。

　
（
グ
ラ
フ
④
）

火災に間する関心度(グラフ①)
③|.8％

①非常に防e-.がある………

　128人

②いくらか関心がある‥-･･

　40人

③あまり関心がない…３人

④全く関心がない……Ｏ人

制度の周知度(グラフ②)
(D5.9％

(D群しく知っていた…10人

②いくらか知っていた……

　59人

③ほとんど知らなかった…

　58人

④全く知らなかった‥･44人

制度の実施(グラフ③)
1%　　Rij%③l

①早急に実施すぺさ･･■no人

②近い将来に実施すべき…

　51人

③実施する必屡はない‥･2人

④わからない…………８人

加入の意思(グラフ④)

①ぜひ加入したい……88人

②できれば加入したい……

　69人

③力口入の意思はない…５人

④わからない………７人

宇　治　市

火災共済制度 実施すべき…94

％
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
消
費
牛
活
モ
ニ
タ

ー
の
協
力
で
、
消
費
者
意
識
ア

ン
ケ
ー
－
卜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
市
民
四
百
三
土

人
を
対
象
に
、
一
般
意
識
、
計

量
、
洗
剤
、
食
品
添
加
物
、
訪

問
販
売
の
五
項
目
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
今
回
は
洗
剤
に

つ
い
て
お
知
ら
芦
笛
す
。

　
「
無
リ
ン
」
に

　
注
意

　
五
十
三
年
か
ら
減
り
続
け
て

い
た
合
成
洗
剤
の
使
用
が
、
今

年
度
に
な
っ
て
六
四
・
七
％
（
昨

年
度
五
九
・
二
％
）
と
五
・
五

び
福
冤
て
い
未
丁
。
そ
し
て
、

カメラルポ

　
「
無
リ
ン
」
と
つ
く
合
成
洗
剤

の
使
用
が
増
え
、
粉
石
け
ん
と

併
用
し
て
い
た
人
が
三
・
一
％
、

粉
石
け
ん
使
用
も
〇
・
一
％
そ

塩
は
除
か
れ
て
い
ま
ふ
、
合

成
洗
剤
に
か
わ
り
な
く
人
や
自

然
へ
の
害
が
心
配
さ
れ
季
ｙ
。

さ
ら
に
残
念
な
こ
と
に
、
合
成

洗
剤
と
石
け
ん
の
違
い
を
「
知

ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
三
二

・
二
％
（
昨
年
度
二
三
・
六
き

と
八
・
六
％
も
増
え
て
い
ま
ず
。

　
消
費
生
活
展
等
を
通
し
て
、

合
成
洗
剤
の
使
用

れ
ぞ
れ
減
っ
て
い
未
了
。
こ
れ

は
、
「
無
リ
ン
が
開
発
さ
れ
て

以
前
よ
り
よ
く
な
っ
た
」
と
い

う
意
見
な
芦
か
ら
、
併
用
者
の

多
く
が
無
リ
ン
洗
剤
に
移
行
し

た
も
の
と
思
わ
れ
毒
ｙ
。

　
し
か
し
、
無
リ
ン
洗
剤
は
富

栄
養
化
の
原
因
で
あ
る
リ
ン
酸

と
は
六
四
・
八
％
の
人
が
洗
剤

か
全
く
倣
幻
な
い
で
す
ま
せ
ま

す
が
、
食
器
洗
い
に
は
九
〇
％

以
上
の
人
が
合
成
洗
剤
を
使
っ

て
い
卓
子
。

　
油
汚
れ
は
恭
息
作
洒
紙
で

拭
い
た
り
、
米
ぬ
か
や
米
の
と

き
汁
か
莉
用
し
て
は
ど
フ
で
し

増
加
傾
向
に

市
民
へ
の
啓
発
や
学
習
の
機
会

が
課
題
と
い
え
康
ｙ
。

　
食
器
洗
い

　
9
0
％
以
上
が
使
用

　
台
所
用
の
合
成
洗
剤
も
全
体

に
二
、
三
％
使
用
す
る
人
が
増

え
て
い
求
丁
。
野
菜
や
果
物
な

　
来
春
に
小
学
校
へ
入
る
竿
と

も
た
ち
の
健
康
診
断
が
五
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
二

十
校
、
二
于
七
百
二
十
一
人
が
。

受
診
１
　
　
入
学
の
準
備
を
し
乖
ｙ
。

　
大
久
保
小
学
校
で
は
五
日
、

も
う
す
ぐ
一
年
生

　
　
　
　
健
康
診
断
始
ま
る

百
十
八
人
の
吊
と
も
た
ち
が
内

科
・
歯
科
検
診
M
p
ｔ
＆
≪
し
だ
。

　
「
大
字
ヘ
９
あ
げ
て
」
と

先
生
に
言
わ
れ
、
緊
張
し
た
表

情
で
診
察
夕
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
さ
っ
そ
ぐ
友
だ
ち
を
つ
く

っ
て
話
か
ず
る
な
ど
、
す
っ
か

り
新
一
年
生
気
分
で
し
た
。

元気に診察を受ける子どもたち

消費者意識調査

河
川
汚
染
に
は

関
心
高
い

　
合
成
洗
剤
の
使
用
に
よ
っ
て

三
五
・
四
６
の
人
が
肌
あ
れ
や

湿
し
ん
、
ひ
び
割
れ
、
か
ゆ
み
な

ど
の
皮
膚
障
害
を
経
験
し
て
い

乖
ｙ
。
ま
た
、
五
九
・
一
％
の

｀ ゛ ゛ ミ ミ ・ １

人
が
人
体
へ
の
害
、
河
川
の
汚

染
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
、

三
八
・
八
％
の
人
が
「
少
し
関

心
が
あ
る
」
と
し
て
い
未
丁
。

こ
の
よ
ｙ
つ
に
、
多
く
の
人
犯
口

成
洗
剤
の
害
に
関
心
か
痔
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体

的
に
は
合
成
洗
剤
の
便
用
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
琵
琶
湖
の
水
質
は
い
ぜ
ん
良

く
な
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
ず
。
い
ま
一
度
、
粉
石
け

ん
へ
の
切
ぴ
替
え
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　消費者意識調査(洗剤に関する調査)

I. 現在あなたは洗濯の場合主にどちらを使用されていますか.-

　①合成jSt剤(粉末､液状を含む)*'多い②石けん(粉末､固型

　含む)0)半分づつ

064.7% I g)26.4% I g)"|?.肖

2.野菜や果勧を洗う場合、台所用洗剤をお使いですか.

　①必ず使っている②時々使う③全く使わない．無回答＼%

S.7％①　R25.5％　　　　　③64.!％

3.食器類の汚れの場合、台所用合皮洗剤をお使いですか.

　①必ず使っている②時々使う③全く使わない　無回答0.9％

　　　①50.5％　　　　　②<l.6％　(?)|

　　　　　　　　　　6.7％

4.現在、合成洗剤による河川の汚染、人体への影響がいわれ

　ていますが．あなたはこれらについて関'L-U'ありますか.

　①関心がある②少し関-t'がある③関心がない　　S>|.s%
　二三二二圧亘ユ

　　　　　　　　　　無回so. 2％

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
す
る
関
西
ヤ
マ
ザ
キ
自
衛
消
防
隊
　
一

火
魔
に
備
え
て

自
衛
消
防
隊
の
訓
練
に
3
6
事
業
所

　
さ
る
十
月
二
十
八
日
、
ユ
ニ

チ
カ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
宇
治
自
衛

消
防
隊
の
消
防
訓
練
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
員
が
日
ご
ろ
訓
練

し
た
消
防
技
術
の
披
露
と
防
火

意
識
の
向
上
か
計
る
も
の
で
、

今
年
は
三
土
ハ
事
業
所
が
参
加
。

　
病
院
の
看
護
婦
や
万
福
寺
の

僧
侶
、
工
場
従
業
員
の
み
な
さ

ん
が
、
消
火
器
や
消
火
栓
操
法

で
自
慢
の
腕
前
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

糖尿病の集い

　
の
芦
か
渇
く
、
尿
が
多
い
、
疲

れ
や
す
い
、
体
重
が
減
る
な
ど
は

糖
尿
病
の
代
表
的
な
症
状
。
糖
尿

病
は
、
新
陳
代
謝
の
調
整
機
能
が

壊
れ
血
液
中
の
糖
分
が
多
く
な
り

尿
の
中
に
も
糖
分
が
出
で
こ
る
病

気
で
す
。
放
置
し
て
お
く
と
、
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
、
脳
卒
中
や

心
蔵
病
、
堕
母
症
、
歯
ソ
ウ
ノ
ウ

　
市
で
は
、
二
日
、
新
し
い
消
防

車
か
購
入
。
今
年
四
月
に
開
設
し

た
西
小
倉
消
防
分
署
に
配
備
し
ま

し
た
。

　
こ
の
消
防
車
は
ギ
ャ
グ
タ
イ
プ

で
、
道
路
の
狭
い
団
地
等
で
も
運

転
操
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
迅
速
な
消
火
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
未
了
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
月
か
ら
十
月
末

日
ま
で
市
内
で
発
生
し
た
火
災

　
（
小
火
含
む
）
は
百
二
十
四
件
。

月
平
均
一
・
二
件
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬

に
向
け
て
火
差
弩
厩
会
が
増
え

ま
ふ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防

火
に
努
め
、
火
事
の
な
い
町
っ
く

り
牽
９
じ
た
い
も
９
考
。

　
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

ぷ
　
か
ざ
い
ほ
ご
Ｉ
″
う
ら
ぷ
う
Ｌ
｀
う
か
ん
　
１

丈
化
財
保
護
強
調
週
間
も
終
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
か
ざ
い
　
！
も

て
。
み
な
さ
ん
も
丈
化
財
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て

知
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
み
な
さ

⑩

や
っ
て
き
た
こ
と
が
。
こ
の
沢
糸

き
か
ら
怜
か
る
の
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
節
訃
き
の
努
く
ｉ
ｌ
＋

原
価
砂
献
肘
の
も
の
ｒ
、
剌
な
洽

刎
か
ら
幻
川
献
５
　
に
お
よ
そ
畿

ん
は
ヽ
恥
要
な
丈
か
彫
に
い
た
ず
　
　
匪
振
心
の
洽
咎
ｙ
を
ら
れ
ま
す
・

ら
や
原
か
き
を
し
て
は
い
け
な
い
　
　
こ
と
に
心
戸
（
戴
刺
）
　
飽
賢

こ
と
や
ヽ
１
　
殿
し
た
Ｍ
を
き
び
し
　
　
就
捧
な
ど
の
捧
斟
の
Ｍ
が
戮
く
ヽ

く
罰
す
る

法‘4違｡

律lt反に

が
あ
る
こ
と
を
、

よ
ぺ
恂
謡
い
ま
す
ね
。

　
江
戸
時
代
に
も
、
そ
の
よ
う
な

き
ま
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
く

訊
ら
れ
ず
ヽ
Ｉ
ｎ
ｎ
Ｈ
ｊ
が
に
一
-
i
S
で
な
か

　
　
　
じ
ん
じ
や

っ
た
神
社
や

お管2｀

寺了理･･

で力゛

は＋■■

い
う
ち
に
あ
ち
こ
ち
に

素こ

鳳凰堂の

らくがき

ら
な

き
が

し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
。

宇
治
の
平
等
胞
も
た
い
そ
う
荒
れ

　
　
　
　
　
ほ
う
お
う
ど
う
　
か
べ
　
と
び
・
｀

て
い
て
、
鳳
凰
堂
の
壁
や
扉
に
、

た
く
さ
ん
の
落
奢
き
を
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
落
奢
き
は
、
い
ま
で
も
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
い

て
い
の
場
合
、
落
1
1
　
き
を
し
た
年

か
り
び
　
な
ま
え
　
し
心
う
し
よ
Ｉ
」
よ
く
ぎ
Ｉ
う

月
日
や
名
前
・
住
所
・
職
業
な
ど

が
１
　
い
て
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

落
１
　
　
き
し
た
こ
と
は
、
け
っ
し
て

良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

便
利
な
交
通
機
献
が
な
か
っ
た
江

ど
し
だ
い
　
　
　
ぜ
ん
こ
く
　
　
ぉ
ぉ

戸
時
代
に
も
、
全
国
か
ら
多
く
の

ひ
と
　
　
　
た
Ｉ
び
　
で
　
　
び
″
う
ど
ａ
。
い
ん

人
た
ち
が
旅
に
出
て
、
平
等
院
に

や
け
の
だ
の
添
奈
き
も
あ
り
ま
す

ｙ
、
か
血
や
徴
か
（
宋
㈲
）
ヽ
が

　
　
　
－
ぶ
し
　
や
く
Ｌ
や
　
は
、
ゆ
う
　
　
た
い

が
、
武
士
や
役
者
（
卸
優
）
、
大

工
さ
ん
・
商
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
職
業
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
な

　
　
　
　
　
１
う
　
　
　
さ
い
こ
く

か
に
は
お
坊
さ
ん
や
西
国
三
十
三

力
所
の
瞼
音
さ
ま
を
め
ぐ
る
巡
礼

た
ち
の
落
奢
き
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
ろ
平
等
胞
に
お
ま
い
り

し
た
人
た
ち
は
、
自
分
の
名
前
な

ど
を
書
留
め
て
お
く
と
、
き
っ
と

信
心
の
気
持
が
仏
さ
ま
に
通
じ
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
も
「
落
奢
き
板
」
や

「
ら
く
が

はんか人y書,書・･ と
こ
ろ
で
は
、
不
必

書
か
ず
に
、
名
前
や

はき
　｀帳l
不卜

mの
住り要4置お

所1ない

なこて

どとあ

をはる

　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぴ
ゃ
く
ね
ん
　
あ
と

い
て
お
く
と
、
何
百
年
も
後
の

た
ち
が
そ
れ
を
読
ん
で
、
な
つ

し
ん
で
く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ね
。
建
物
な
ど
に
直
接
書
い
て

い
け
ま
せ
ん
よ
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
室
）

120

ロ
ウ
な
ど
に
至
り
未
了
。

　
患
者
の
み
な
Ｗ
＾
'
§
-
)
L
1
家
族
、

関
心
を
お
持
ち
の
人
も
「
糖
尿
病

の
つ
ど
い
」
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
六
百
カ
ロ

リ
ー
の
昼
食
か
と
も
に
試
食
Ｌ
笛

す
の
で
、
昼
食
会
沁
す
に
お
越

Ｌ
w
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
‥
１
１
月
2
0
日
出
、
正
午

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
…
糖
尿
病
に

つ
い
て
の
話
（
食
事
療
法
、
運
動

療
法
、
薬
物
療
法
。
合
併
症
）
、

座
談
心
一
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
行
事
食

な
戸
長
品
展
示
、
食
事
療
法
の
指

導
、
検
尿
・
血
圧
測
定
、
六
百
カ

ロ
リ
ー
－
の
昼
食
か
試
食
（
既
間
は

午
前
1
2
時
半
ト
午
後
１
時
）
▼
費

用
・
：
昼
食
代
三
百
円
。

　
　
　
　
　
（
宇
治
久
世
医
師
会
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

11月20日　保健医療センター

市
政

短
信
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市
が
宇
治
琵
琶
四
五
（
菟
二

小
運
動
場
跡
地
）
に
建
設
中
の

宇
治
市
総
合
福
祉
会
館
は
、
建

物
の
建
築
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
、

ソ
’
－
－
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
外
周
り

の
工
事
を
残
す
だ
け
に
な
り
ま

し
た
。

　
総
合
福
祉
会
館
は
、
今
後
の

市
の
福
祉
の
拠
点
と
い
う
べ
き

建
物
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
市
民

の
関
心
も
高
く
、
完
成
が
近
つ

く
に
つ
れ
各
福
祉
団
体
の
期
待

は
圭
え
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
宇
治
か
ら
の
ビ
デ
オ
一
式

を
は
じ
の
、
団
体
や
事
業
所
か

ら
の
備
品
の
寄
贈
も
あ
い
つ
い

で
い
求
了
。

市民の関心高まる総合福祉会館（正面）

公民館のお知らせ

　
親
子
ス
ケ
ー
ト
デ
ー

　
ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
タ
前
に
、

親
子
で
ス
ケ
ー
ト
の
正
し
い
技
術

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
５
日
旧
、
午
前

1
0
時
～
午
脱
３
時
（
受
付
は
午
前

1
0
時
～
Ｈ
時
）
▼
と
こ
ろ
・
：
伏
見

桃
山
ア
リ
ー
ナ
（
近
鉄
・
京
阪
丹
波

橋
駅
下
車
、
徒
歩
５
分
）
▼
費
用
・
・
・

滑
走
料
は
無
料
。
貸
靴
代
が
小
学

生
三
百
円
、
中
・
高
校
生
四
百
円
、

大
人
五
百
円
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
親
子
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
で
）
▼
定
員
｡
｡
.
Ｔ
Ｔ
百
人
（
先

肴
順
）
▼
申
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き

Q宇治市公民館…宇治里尻7iの

　9 (a@2 8 0 4)

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

　34の7 （a⑩8 2 9 0）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

　内91｛ac 4 6 8 7).

に
「
親
子
ス
ケ
ー
ト
デ
ー
」
希
望

と
明
記
し
、
代
表
者
の
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
宇

治
市
公
民
館
へ
。
Ｈ
月
3
0
日
消
印

ま
で
受
付
。

　
　
　
　
　
◇

　
木
幡
公
民
館
ま
っ
り

　
　
　
～
第
２
部
～

　
木
幡
公
民
館
で
は
、
先
に
開
い

た
木
幡
公
民
館
ま
っ
り
第
一
部
に

引
続
き
、
十
一
月
二
十
日
出
と
二

十
一
日
面
、
第
二
部
を
開
催
。

　
そ
こ
で
、
各
種
展
一
刄
応
の
市

民
の
出
品
作
品
欠
量
Ｉ
ま
す
。

出
品
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
十

木幡公民館まつり第２部内容
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多くの市民が訪れた木幡公民館まつり(第I部)

　
一
月
十
五
日
ま
で
に
木
幡
公
民
館

　
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

」
人
一
点
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
多
数
の
出
品
、
ご
来
館
を
お
持

ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
　
版
　
画
　
教
　
室

　
　
～
年
賀
状
づ
く
り
～

　
　
木
幡
公
民
館
で
は
、
年
賀
状
つ

く
り
の
版
画
教
室
を
開
准
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
2
日
側
、
2
4
日

困
、
2
9
日
側
、
い
ず
れ
も
午
後
６

時
半
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

公
民
館
▼
内
容
・
：
木
版
（
下
鴫
つ

く
り
、
版
木
へ
の
転
写
・
彫
り
方
・

刷
り
方
の
講
習
と
刷
び
上
げ
）
▼

指
導
・
・
・
市
立
木
幡
中
学
校
教
諭
・

馬
場
徹
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
1
8
歳
以
上
の
人
▼
定
員
…
2
5
人

　
（
先
着
順
）
▼
費
用
…
教
材
費
二

百
六
十
円
▼
持
参
品
・
・
・
彫
刻
刀
、

筆
五
本
程
度
、
水
彩
絵
具
、
バ
レ
ン

▼
申
込
み
…
木
幡
公
民
館
へ
来
館

し
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
凛
１
回
菊
花
展

　
秋
を
恥
と
る
花
、
菊
。
小
倉
公

民
館
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
丹

歌
こ
ダ

ｙ ゛ ● ｀

●

●●

印

精
こ
め
て
作
ら
れ
た
菊
が
所
狭
し

と
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
：
ｎ
月
1
3
日
出
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
、
1
4
日
㈲
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
小
菊
盆
栽
、

大
菊
、
匹
崖
（
け
ん
か
い
）
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
第
1
6
回

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
廃
励
澄
み
き
っ
た
秋
。
星
が

き
れ
い
に
見
え
て
い
ま
す
。
天
体

望
遠
鏡
で
星
を
観
望
し
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
0
日
出
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
宇
宙
の
話
ｖ
～

星
の
一
生
～
、
秋
の
星
座
▼
講
師

…
京
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー

江
上
賢
三
さ
ん
▼
対
象
・
：
小
学
校

５
年
生
以
上
の
児
童
・
牛
徒
▼
申

込
み
…
電
話
か
は
が
き
で
小
倉
公

民
館
へ
▼
天
気
が
よ
け
れ
ば
、
天

体
望
遠
鏡
で
月
や
星
を
観
望
し
ま

す
。
暖
か
い
服
装
で
お
越
Ｌ
ｙ
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
護
者
同
伴
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
第
1
7
回

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
版
画
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
7
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
内
容
…
フ
ェ
ル
ト
で
年

賀
状
の
版
画
を
制
作
▼
指
導
・
・
・
宇

治
市
公
民
館
版
画
サ
ー
ク
ル
会
員

▼
対
象
・
・
・
小
学
校
４
年
生
以
上
の

児
童
・
牛
徒
▼
定
員
・
・
面
人
（
先

着
順
）
▼
申
込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館

へ
来
館
し
、
材
料
代
二
百
円
か
添

え
て
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

昨年、宇治市公民館が開い

た年賀状づくり教室の作品

京都府（南部）最低賃金

　11月１日から

　　　日　額　3,298円

　　　時間額　　413円に

　
京
都
府
の
地
域
別
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
、
宇
治
市
な
ど
の
南
部
地
域
（
ｍ

岡
市
以
南
）
で
は
、
日
額
三
千
二
百
九

十
八
円
、
時
間
額
四
百
十
三
円
に
な
り
、

十
一
月
一
日
か
ら
効
力
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、
現
在

審
議
中
で
す
が
、
決
定
さ
れ
効
力
の
発

生
す
る
ま
で
の
間
、
「
繊
維
産
業
」
、
「
紙

・
パ
ル
プ
・
紙
加
工
品
製
造
ぎ
の
一

部
、
「
機
械
・
金
属
製
品
等
製
造
芦
の
。

一
部
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域
別
最
低

．
　
　
賃
金
が
適
用
さ
れ
未
了
。
（
交
通
労
政
課
）

全
国
物
価

統
計
調
査

匹

　
十
一
月
ナ
で
貝
宍
千
九
日

の
間
、
「
五
十
七
年
全
国
物
価

統
計
調
査
」
を
実
施
し
濠
す
。

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
消
費

牛
居
に
と
っ
て
重
要
な
商
品
の

価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料
金
等
を
調

査
し
、
経
済
運
営
の
基
礎
資
料

を
作
成
す
る
た
め
行
う
国
の
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、

よ
ろ
し
ぐ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
企
圃
課
）

年
金
相
談

　
将
来
自
分
の
年
金
が
受
給
で

き
る
か
と
シ
か
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
か
千
一
月
二
十

二
日
か
ら
各
地
で
開
空
手
］
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
ひ
で
す
。

◇
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

　
人

◇
ど
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い

　
な
い
人
（
二
十
歳
か
庖
八
十

　
歳
ま
で
の
人
で
、
現
在
職
場

年金相談日程

　
で
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い

　
な
い
人
、
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー

　
マ
ン
の
奥
さ
ん
等
）

◇
国
民
年
金
保
険
料
を
哨
め
ら

　
れ
な
い
人
（
保
険
料
の
納
付

　
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、

　
納
付
か
免
除
す
る
制
度
等
が

　
あ
り
ホ
チ
。
た
だ
し
、
手
続

　
き
が
必
要
）

　
な
お
、
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

月日 会　場 時　間

11/22
　回

東木幡集会所
午前

9:30-11:30

南部福角集会所
午後
1:30-4:00

11/24
　附

ニチイ大久保店
午前　午後

10:(X〕～4:00

11/25
　附

西　　　友

ストアー宇治店

午前　午後

10:00～4:00

11/26
　1

大和田公会童 午前
9:30~u:30

木幡公民館
　2階学習室

午後
1:30~4:00

121

（
4
9
）

岩本朝子さん

宇　治　市　

交通指導員

　
「
お
は
ぷ
つ
ご
ざ
い
康
ｙ
」
交
差
点

m
る
子
芦
も
た
ち
は
元
気
に
あ
い
さ

つ
。

　
府
道
宇
治
淀
線
市
役
所
入
口
交
差
点

に
毎
朝
立
ち
、
菟
道
第
二
小
学
校
の
子

μ
Ｅ
）
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
ぷ
コ

誘
導
す
る
宇
治
市
交
通
指
導
員
・
岩
本

10年間子どもを守って
朝
子
さ
ん
（
四
九
）
。

　
　
「
地
域
に
な
に
か
役
立
ち
た
い
、
地

域
の
大
た
ち
と
交
流
か
計
り
た
い
」
と

い
ラ
理
由
か
ら
交
通
指
導
員
に
な
っ
た

岩
本
さ
ん
だ
が
、
そ
の
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
″
プ
に
悩
み
、
や
め
よ
ラ
か
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
で
も

十
年
間
に
わ
た
っ
て
交
通
指
導
員
Ｍ
ｉ

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
岩
本
洛
ん

の
早
μ
も
炉
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
い

之
１
４
任
感
か
ら
で
は
な
い
だ
う
７
か
。

ま
た
「
家
族
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で

し
た
」
と
も
語
る
。

　
現
在
宇
治
市
に
は
、
二
十
四
人
の
交

通
指
導
員
が
毎
朝
通
学
路
な
ど
に
立
ち
、

子
戸
石
た
ち
の
安
全
夕
寺
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
六
人
は
、

十
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
。

　
　
「
。
お
は
ぶ
つ
″
の
あ
い
さ
つ
は
必

‘

ず
こ
ち
ら
か
ら
か
け
、
服
装
の
み
だ
れ

て
い
る
子
μ
も
に
は
注
意
を
し
未
了
。

遅
れ
て
来
た
子
ど
も
に
は
。
ど
フ
し

た
の
”
と
は
げ
ま
し
毒
ｙ
」
、
そ
Ｅ
心

し
つ
け
に
も
気
夕
配
る
。
今
や
菟
辺
第

二
小
学
校
の
子
μ
七
に
と
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
人
べ

　
　
「
子
戸
も
た
ち
は
、
交
通
ル
ー
ル
を

き
び
し
ぐ
守
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、
大

人
は
赤
信
号
で
も
平
気
で
車
か
麦
差
点

に
入
れ
て
ぐ
る
」
と
大
人
の
交
通
マ
ナ

ー
の
悪
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
　
（
い
わ
も
と
あ
さ
こ
岑
々
四
人
家

　
　
族
、
宇
治
里
尻
に
在
住
）

完成に近づく総合福祉会館

子
ど
も
を
誘
導
す
る
岩
本
さ
ん

ｒ

宇
治
に
生

き
る

1
1
月
2
2
日
か
ら



宇　1台　m jE5（　だ　よ　り

冬告げるゆりかもめ

　　ゆりかもめが宇治川に飛来。冬､を告げる渡鳥として日本各

地に見られる鳥ですが、遠くシベリア、カムチャッカから冬を

しのぎにやってきました。食物は魚、エピ、ゴカイ、昆虫など。

この日は暖かい日差しの中で、食事の後で満腹なのかなかなか

飛び立ってくれませんでした。（11月２日、宇治僑下流で撮影）

催
し

　
　
青
少
年
団
体

　
　
　
指
導
者
講
座

　
地
域
で
の
青
少
年
活
動
の
一
層

の
充
実
牽
の
ざ
し
て
、
青
少
年
団

体
指
導
者
講
座
を
開
き
未
了
。

　
▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
：
左
表
▼
と

こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
時
間
・
：
午

後
７
時
半
ト
９
時
半
▼
対
象
・
：
市

青少年団体指導者講座の日程表

内
の
青
少
年
団
体
指
導
者
と
青
少

年
団
体
の
指
導
に
関
心
の
あ
る
人

で
、
全
講
義
に
出
席
可
能
な
人
、

▼
定
員
・
：
6
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

込
み
・
・
・
社
会
教
育
課
（
き
⑩
3
1

4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
種
目
・
・
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓

球
▼
と
き
・
・
・
］
１
１
月
1
8
日
出
、
午
後

７
時
～
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保

とき テｰﾏと内容

１
11/22

　(月)
青少年問題の現状

２
11/29

　㈲
青少年団体活動の現状

３

S8り.･-

1/24

　回
青少年の1椎(心理と発達)

４
2/7
卯

青少年指導のすすめ方

５
2/21
回

青少年団体活動の今後の課題

(ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議･茶話会･柊了式)

　
宇
治
児
童
文
庫
連
絡
会
が
、

滋
賀
県
立
図
書
館
な
ど
を
訪
ね

館
長
の
お
話
か
聞
く
見
学
会
を

開
き
手
］
。
図
書
館
に
関
心
を

お
も
ち
の
人
は
ど
ト
と
し
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
8
日
閑
、
午

前
９
時
半
京
阪
三
条
駅
に
集
合
、

午
後
４
時
国
鉄
京
都
駅
で
解
散

▼
見
学
先
・
・
滋
賀
県
立
図
書
館

　
（
前
川
恒
雄
館
長
の
お
話
か
典

く
）
、
大
津
市
立
図
書
館
▼
申

込
み
・
・
・
平
櫛
紀
代
子
さ
ん
（
豊

の
0
2
1
7
）
へ
。

宇
治
児
童
文
庫
連
絡
会
が

小
学
校
体
育
館
。
運
動
の
で
き
る

服
装
で
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

案
内

　
　
街
灯
料
金
の
補
助

　
夜
道
金
て
と
ふ
属
灯
に
あ
か

　
ぴ
が
と
も
っ
て
い
る
と
、
何
と
な

　
く
心
強
い
も
の
ト
上
ｍ
で
は
、
町

。
内
全
一
や
自
治
会
が
管
理
す
る
街
灯

　
の
電
気
料
金
を
補
助
し
示
ｙ
。

　
　
補
助
す
る
額
は
、
①
街
灯
数
×

蛍
光
灯
2
0
W
の
定
額
料
金
一
ヵ
月

分
（
2
4
4
円
）
×
１
９
一
ヵ
月
×
３
分
の

１
、
②
1
0
月
分
電
気
料
金
×
1
2
ヵ

月
×
３
分
の
Ｉ
、
の
う
ち
ど
ち
ら

か
低
い
方
で
す
。

　
す
で
に
、
各
町
内
会
・
自
治
会

の
会
長
さ
ん
に
申
請
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
Ｈ
月
3
0
日
ま

で
に
都
市
整
備
失
対
事
業
課
へ
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
パ
ー
ト
保
母

　
ア
ル
バ
イ
ト
保
母
募
集

　
市
立
保
育
所
の
パ
ー
ト
保
母
と

ア
ル
バ
イ
ト
保
母
の
登
録
希
望
者

か
募
集
し
柔
７
．

　
▼
パ
ー
ト
保
母
・
・
・
朝
・
夕
、
正

規
職
員
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
で

き
る
4
0
歳
未
満
の
女
性
、
保
母
資

心の健康を考える集い

老年期の精神衛生
　
な
お
、
昼
食
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
図
書
室
）

格
は
問
い
ま
せ
ん
▼
ア
ル
バ
イ
ト

保
母
…
保
母
資
格
を
有
す
る
か
、

資
格
は
無
い
が
経
験
の
あ
る
女
性

▼
登
録
希
望
者
は
、
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近

６
ヵ
月
以
内
の
写
真
か
添
付
し
て

保
育
課
ま
で
。
　
　
（
保
育
課
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
　
交
通
事
故
相
談

　
日
本
損
害
保
険
啜
尽
は
、
無

料
で
交
通
事
故
相
談
を
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
平
日
’
＝
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時
半
、
土
曜
日
＝
午
前

９
時
半
ト
正
午
、
弁
護
士
相
談
＝

毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
萱
0
7
5
－
3
4
3
‐

３
０
４
１
、
京
都
市
下
京
区
烏
丸

七
条
下
ル
東
塩
小
路
町
7
3
5
－
５
、

　
宇
洽
保
健
所
で
は
、
京
都

精
神
衛
生
協
会
と
共
催
で
、
精

神
衛
生
の
面
か
皇
又
問
題
を

取
り
あ
げ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
１
　
こ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
9
日
倒
、
午

後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…

市
民
会
館
３
階
大
会
議
室
▼
講

師
（
パ
ネ
フ
ー
）

と
論
題
・
・
・
福
知

山
紅
葉
丘
病
院

長
・
大
谷
亙
さ

ん
上

日
本
生
命
京
都
・
駅
前
ビ
ル
６
階
）

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

観
光
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
平
等
院
の
隣
、
宇
治
川
べ
り
の

観
光
セ
ン
タ
ー
ニ
階
で
は
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一
度
お
立

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
版
画
・
拓
本
展

　
▼
期
間
…
Ｈ
月
1
8
困
ま
で
開
催

▼
内
容
・
：
宇
治
市
公
民
館
版
画
サ

ー
ク
ル
の
木
版
画
の
「
宇
治
百
景
」

と
市
内
各
所
の
「
歌
碑
」
拓
本
の

展
示
。

　
宇
治
の
観
光
写
真
展

　
▼
期
間
・
：
1
1
月
2
0
日
出
～
1
1
月

3
0
日
固
▼
内
容
・
：
市
役
所
フ
ォ
ト

ク
ラ
ブ
員
が
撮
影
し
た
宇
治
の
四

季
。

「
訂
正
」

▼
市
政
だ
よ
り
十
一
月
一
日
号
の

　
四
面
、
し
尿
収
集
日
程
表
『
小

　
倉
町
・
他
の
地
域
』
の
十
三
日

　
の
収
集
Ｅ
欄
で
、
《
南
堀
池
（
本

　
通
り
以
西
》
は
、
《
南
堀
池
（
本

　
通
り
以
北
）
の
誤
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
お
わ
び
し
康
ｙ
。

地
正
之
さ
ん
よ

っ
い
て
、
宇
治
保
健
所
精
神
衛

生
相
談
員
・
加
納
誠
さ
ん
９
保

健
所
に
お
け
る
精
神
衛
妄
筋

宇
治
市
老
人
家
庭
奉
仕
員
よ

域
で
老
人
か
見
る
立
場
か
ら
▼

司
会
・
：
府
立
洛
南
病
院
長
・
小

池
清
廉
さ
ん
と
同
志
社
大
学
講

師
・
中
根
冬
雄
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）翁り

精
神
医
学
、
同

志
社
大
学
心
理

学
教
授
・
野
辺

働
庖
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「
万
引
き
」
に
思
う

南
宇
治
中
学
校
二
年
生
　
西
喜
多
里
美

　
先
週
勉
強
し
た
「
万
引
き
」
の

プ
リ
ン
ト
で
、
自
分
の
や
っ
た
こ

と
を
書
い
た
人
は
、
も
の
す
ご
く

反
省
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
万
引
き
を
見
た
こ
と
が

な
い
の
で
わ
か
兌
詐
け
れ
ど
、

も
し
私
か
や
ろ
シ
と
思
っ
て
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
行
っ
て
も
、
こ
わ
く

て
、
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
万
引
き
で
は
な
い
け
れ
ど
、
万

年
筆
の
イ
ン
ク
を
買
シ
と
き
、
同

じ
色
ば
か
り
で
は
い
や
だ
し
、
違

ラ
色
の
を
買
フ
と
高
く
な
る
の
で

迷
っ
て
い
た
ら
、
近
所
の
お
ね
え

さ
ん
が
「
中
を
少
に
替
え
た
ら
」

と
言
っ
て
、
中
身
舎
Ｗ
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

見
て
い
た
だ
け
で
、
恐
く
て
心
で

て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん

な
こ
と
を
見
て
い
る
だ
け
で
恐
い

の
に
、
物
を
盗
っ
て
そ
れ
を
平
気

で
使
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の

物
か
見
て
い
る
だ
け
で
恐
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
あ
の
文
を

書
い
た
人
は
、
見
つ
か
っ
て
ほ
ん

と
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も

し
見
つ
か
ら
す
に
す
ん
で
、
ず
っ

と
続
け
て
い
た
ら
'
＜
汪
何
も
思

わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

大
人
に
な
っ
了
で
の
と
き
、
。
万
引

き
し
た
物
を
見
た
ら
も
の
す
ご
く

嫌
な
気
分
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
く
ら
欲
し
い
も
の
が
あ
っ
て
も

我
慢
ず
る
か
、
お
金
を
た
め
る
か

親
に
ね
だ
れ
ぱ
い
い
と
思
い
未
了
。

　
売
っ
て
あ
る
物
は
、
お
金
を
払

っ
て
や
っ
と
自
分
の
物
に
な
る
の

に
、
そ
れ
を
お
金
か
払
幻
ず
に
自

分
の
物
に
し
Ｖ
-
＾
い
け
な
い
し
、

お
金
夕
払
っ
て
自
分
の
も
の
に
し

て
こ
そ
、
い
い
も
の
に
な
る
と
思

い
康
司

　
私
は
み
ん
な
に
、
こ
の
こ
と
を

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
ず
。

中学生の主張⑥

そ
し
て
万
引
き
の
現
場
を
見
た
ら
、

勇
気
か
田
し
て
注
意
を
し
て
い
く

ぷ
つ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
頭

で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
実
行
に
う

つ
さ
な
い
と
何
に
も
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

このコーナーでは、市教育委員Ｅ

ヨ会が56年度1こ中学生から募集した:

Ｅ『中学生の主張』をシリーズでお｜

Ｅ知らせしています。

人
権
問
題
に
つ
い
て

宇
治
中
学
校
一
年
生

　
　
「
青
春
と
は
何
ぞ
や
」
と
思
っ

た
人
は
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
「
人
生
と
は
何
ぞ
や
」
と

思
っ
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
で

高
塚
純

も
人
権
っ
て
い
っ
た
い
何
だ
う
つ

と
、
ぽ
ぐ
た
ち
は
真
剣
に
考
え
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ま
ぶ
。

　
今
の
人
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
ぽ

く
も
含
め
て
で
す
が
、
自
分
洽
凡

よ
け
れ
ば
よ
い
、
人
の
事
な
ん
か

自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
い
う
考

え
方
の
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
よ
フ
か
。

　
例
え
ば
、
学
校
の
授
業
で
も
そ

う
で
す
。
良
く
で
き
る
人
は
さ
ら

さ
ら
と
問
題
を
解
い
て
自
分
勝
手

に
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
ま
す
。
と

こ
ろ
が
周
り
に
は
、
ま
だ
で
き
て

い
な
い
人
も
大
勢
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
で
き
て
い
な
い
人
も
一
緒
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
出
す
か
、
う
る

さ
ぐ
て
勉
強
が
で
草
ｙ
、
そ
こ
を

分
ら
な
い
ま
ま
通
り
す
ぎ
て
し
ま

.
ｒ
ｖ
＼
i
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
さ
さ
い

な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ぼ
ぐ
た
ち
に
と
っ
て
は

と
て
も
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ぼ
ぐ
た
ち
は
学
校

生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
権
を

無
視
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
人

が
嫌
が
っ
て
い
る
あ
だ
な
を
、
容

赦
な
く
口
走
っ
て
み
た
り
、
同
じ

よ
ラ
な
こ
と
を
紙
に
書
い
て
一
部

の
者
で
笑
っ
て
み
た
り
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
は
自

分
が
さ
れ
た
身
に
な
っ
て
真
剣
に

考
え
た
ら
決
し
て
で
き
る
こ
と
じ

ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

一
人
の
者
夕
夭
勢
で
い
に
ゐ
た
り
、

人
の
生
き
る
権
利
か
全
く
無
視
し

て
、
「
ア
ホ
、
カ
ス
、
死
ん
に
蛋

え
」
と
叫
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん

ぽ
ぐ
も
人
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
こ
ん
な
こ
と
を
そ
の
ま
ま
ほ

っ
て
お
い
た
ら
、
ど
ん
Ｉ
ん
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
も
し
み
ん
な
が
人
権
無
視
的
な

行
動
を
と
っ
て
い
た
ら
宇
治
中
は

成
り
立
だ
な
い
と
思
い
毒
了
。
中

で
も
ぼ
ぐ
が
一
番
い
け
な
い
と
思

う
の
は
、
自
分
で
自
分
の
人
権
を

無
机
し
て
自
分
を
だ
め
に
し
て
い

く
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ぽ
、
タ
バ
コ
や
シ
ン
ナ
ー

が
そ
の
例
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を

し
て
自
分
剪
と
ん
芦
ん
だ
め
に
し

て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん

な
自
分
に
甘
え
る
の
は
や
め
て
ほ

し
い
で
す
。

　
こ
ん
な
ぽ
ぐ
た
ち
。
こ
ん
な
生

活
。
し
妬
し
こ
の
中
に
も
い
い
人

は
き
っ
と
い
る
と
思
い
ま
ず
。

　
人
は
絶
対
一
人
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
男
が
い
て
女
が
い
て
、

先
生
が
い
て
生
徒
が
い
て
、
親
が

い
て
子
が
い
る
。
そ
ん
な
中
で
生

活
し
て
い
る
ぽ
ぐ
た
ち
だ
か
ら
、

人
権
と
い
ら
も
の
は
、
必
ず
守
ら

れ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

確
か
に
人
権
と
い
う
言
葉
は
ま
だ

今
の
ぽ
ぐ
た
ち
に
は
難
し
い
言
葉

で
す
。
そ
の
言
葉
の
本
当
の
意
味

を
理
解
し
、
人
権
無
視
の
言
葉
や

行
動
奮
九
全
に
な
く
す
こ
と
は
す

ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｌ
示
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
一

人
一
人
が
人
と
し
て
牛
曹
て
い
け

る
よ
ラ
な
社
会
を
こ
れ
か
ら
み
ん

な
で
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。 図

書
館
見
学
会

お
知
ら
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